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Ⅰ ■査の概書   

1．11査目的   

本調査は、医療機関における終末期の診嫁方針等に関する話し合いの実施状況ゝこ儲」  

合いの結果をとりまとめた文案の應供状況、後期高齢者終末期相談支援料の萌せ状況を  

把握するとともに、終末期の診療方針苓に関する話し合いの実施、話し合いの紅－4をと  

りまとめた文事の提供、後期高齢占▲終Jこ期相談支援料等に関する・般国民の．昏瓢（丁）調査  

を行うことを目的とした。  

2．tl董対義   

本調査は、全回の保険医蝶機関を対象とした r施設渦動及び「事例調査1 一般  

国民を対象とした「常識調査】から構成される。   

施設調査及び事例調査は、全国の病院から無作為に袖骨した1．700施設と、仝！司の在  

宅療養支援診療所から無作為に抽出した850施設、その他に内科系の診棟科目（パ困・  

呼吸器科・消化器科・循環器科・気管食道科）を標傍する一般診療所R50施設サ浮上＝0（l  

施設を対象とした。   

意醜調査は、ほ間調査会社に登録するバネ′レ2，000名（年齢による層化無作剃軸冊）  

を対象としたて  

3．■査方法  

（1）施設■暮   

・自記式調査票の郵送発送、郵送「司収   

・調査薬施時期はIIIT  

（2）事1【■査   

・施設調査の対象施設に対して、平成20年4月1甘から9月封）「に終末期の詔頒方  

針等の許し合いを実施した事例それぞれについて、相当職稲に［叶答を求めた   

・湘奄実施時期はIl月（施設調査と同時）  

（3）暮■■l暮   

・自記式調査票の郵送発送、郵送回収   

・調査実施時期はIIJ】  

4．■査礪月   

本調査では、施設調査で医療機関における終末期の診療方針等に関する話し合いの実  

施状況や、その話し合いの結果をとりまとめた文書の提供状況、後期高齢者終束糊相談  

支援料の算定状況に関連する項目を、事例調査で医療機関における終末期の診療方針笥  

に関する話し合いの具体的な実施状況に関連する項目を、意識調査において終末期の診  

療方針等に関する話し合いの′実施、話し合いの鮨果をとりまとめた＿史書の提供、後期高  

齢者終末期相談支援料等に関する意識に関連する項目を調査した。   

詳細は以F■の通りである。  

（1）施股■壬  

内    ●  

▲毅舶、■床■、■投書、■■榊月  
在宅■t文壇■■ホ（■ll）の■出状況  
♯兼斯E■の■1研●の輪状況  

九投■性礪日  

♯末期の■■方針書に■する鈷し合いの★暮状況  
萄し合いを霊鳥していない儀烏  
鷺し合いを薫轟した▲書書（7引■以上・75▲乗斗）  

正し食いを稟▲ナるうえでの声■  
癒し合いの絶景をとりまとめた文暮の提供状況  
文書を提供していない理由  
文■を1欄した■讐数（75■以上・75■棄1）  

文書を提供するうえでの困■  
■期嘉Il書■末期相■支攫爛の暮走状況  

■期書II著牡末期相1支脾の暮支点層■  
賭し合いの也t、■療方針■が「不明」一乗走」であった▲著■  
ユー鴫に嘉走した▲書の撼先  
初回の瞥し合い■から死亡■までの期和  
文書のt王国払  

t期嘉■書書末期相■支繍れに■する奪え方  
「義兼期t靡の決支プロセスに■するガイドライン」の■知状況  
■期111書特末期欄■文壇れの点■・暮走事件の改●ナべ曹点  

■ 暮 礪 日  

■  分   内   暮  ’′   

・正人曽の■t  

事例1性1日     ・■書の攣廿、性月、圭●■  
・鈷し食い■の■暮状況  
・t納轟■書■未納相賊攫鶉の暮是状況   

・髄し合い替爽薫した日付  
・摩し食いに●加した■書書  

■ 量≡ 疇l目        ・蝕し合いの内■  

・髄し食いtの▲書、書■の繍子  

・持し合いが■書、■■にもたらした杉■  



（3）暮■■暮  Ⅱ ■董鏑1の義手   

1．蝿敗■暮  

（1）回収の状況  

事ガ   内    ●   

・年Il、性月  

・E■、介1■≠の仕事への紋義柳の■書  
■ 性1 胃        ・■鷺やけがによる入汝細の書■  

・大切な人を亡くした良書の書■  
・♯兼期の翳し食いへの●加鐘■の礪t   

・氏■従事書と♯末期の■■方針蠣に■する瞥し合い引田日用  
・嘉し合い壬行いたい内●  

・瞥し合いの緒井壬とりまとめた文暮の欄償膚欄  
・鮭し食いを行いたくない覆由  
・文暮の撫慎を●iする■由  

・文書の扶慎を寸土しない1由  

■霊11日                    ・鰭し合いの★▲、文暮の提供蠣に対して、公的■■鍵■から■■が責■  

われることへの奪え  
・t■lが支払われることが好ましいと■えるt由  
・■財支払われることが好雷しいと■えないt由  
・t期嘉■■★末期相■責撫れlこおける75▲以上という年●区分に肘  
ナる■え  

・t期嘉■暮■末期椙■文壇蠣lこ封ナる■1   

貞義ト1町収状況  

■■■■  ■■蠣／  ′ ェ、  ’■■′事 

■  ll  l．丁（泊件   178件   28．1l   

－■■■断  l．丁00件   171♯   2丁．Tl   

（2）回答旛劇の1性  

①■統  

病院の開設者は「医療法人」57．9％が最も多く、次いで「公的医療機関j20．3％と  

なっていた。病床数は1施設当たり平均18l．7床であった。病床規模の構成をみると  

「Ⅰ（町～199床」36．4％が最も多く、次いで「50～99床J25．7％であった。   

終末期に関する研修の実施状況をみると、「実施していないj卯㌧0％であった。   

なお、在宅療養支援病院は7施設（病院の1．5％）であった。  

罰轟ト2 ■投書   

合椚  
（N＝■Tl〉   

口d ■公的■■■■ ■杜■鴨■H傷田体 ■■■法人 0■人 ■その他□不■  

閂轟ト3 ■床撫■  

合 計  
（N＝4丁8）   

ロ2H唯  ■瑚  ■l∝ト1的床  ロ2α＝ll床  山馳l）庄一  8不■  

阿轟ト4 姓末期に■する研傷の縞状況  

合 計  
（N三；170）  

8舞▲している  ■責九していない  ■不覇  

・3・  ＿4．  

②一般鯵■断  

一般診療所の開設者は「個人」42．5％が最も多く、次いで「医療法人」4l．4％とな  

っていた。施設種別をみると、「無床診療所」86．0％、「有床診療所」13．4％であった。  

有床診療所の病床数は1施設当たり平均13．3床であった。   

主たる診療科目は「内科」57．7％が最も多く、次いで「消化器科」3，0％、「外科】「整  

形外科J2．1％であった。   

また、在宅療養支援腐院は2】4施設（→般診療所の45．4％）であった。   

終末期に関する研修の実施状況をみると、在宅療養支援診療所、その他の診撰所で  

「実施していない】がそれぞれSS，3％、95．7％であった。  

声ホト5 ■投書   

（3）繊末期の鯵■方針専の転し合いの実施状況  

終末期の診廃方針笥の話し合いの実施状況をみると、r実施している」が病院、在  

宅療養支援診療所、その他の診疾所でそれぞれ4）．7％、52．3％、2l．g％であった。な  

お、「実施していない」施設の実施していない理由についてみると、「対象患者がいな  

い」との回芥が病院、在宅媛美文援診療所、その他の診療所でそれぞれ62．7％、乃．5％、  

＄5．5％であった。  

田薇ト8 鴨末期の■■方針■の翳し合いの九▲状況  

8吐 ■公的E■■開 t社会鴨牡帥儀随体 むE■法人 ロ■人 ○その他 D不■  

同義1づ 暮投t朋  
日興絶している   d実施していない   ■不明  

合 廿  
（N＝1‖）  

F轟1づ ■末期の暮徽方針書の摩し合いを集1しない1由く義♯四書＞  

【■  れ】  【在宅■t文壇■■所】 【モのtの■■断】  

0ヽ  25～ m T5ヽ t001 0ヽ 25ヽ 50ヽ 7511001 01 25ヽ 5肌 751100l  
ロー床幹■ホ  ○■床■■斯  ■不明  

亡＝コ  E＝コ ［＝    ［コ    ロ    ロ    ［ト    ロ・・・、  l     日    日    日  
圃暮1・丁 ■末期に1する柵の舞h状況  

くその触＞  

・技末期には櫨へ印してもらっている（10件）  
・ケース／くイケースで対応している（8件）  

・■蠣の▲中に鈷しており、あえて鈷す■を敗走していない（4件）  
・E■♯■としての方針が既にある／♯村中（3件）  
・詳し食いを行う体胡がとれない（3件）  

・匿■が多忙のため叶¶■暮がでさない（1件） ■  

8実施している   血実施していない   ■不明  

－5－  －6－   



終末期の言多揃方針等の話し合いを「実施しているl施設が、1′成ニ0隼4ノ】～9‖ま  

での6ナり＝町に訂し介いを実施した1施設当たり平均患者数（75歳末湖・75歳以卜）  

をみると、病院（Rl人・】52人）、在宅療養支援診療所（12人・40人）、そ〝一触の  

診棟所（02人・19人）であ／ノた  

国賓ト10 平成20年4月－9月までに話し合いを真施した■薯数  

【75t未濃】  

（4）線素期の鯵■方針事のI差し合い編兼をとり手とめた文書の提供状況  

終ノ来期の診礫わ■針肇の諦【飢、を「一美施している一 施設に上る話し合い結果をとー）  

吏とめた文案の軽快状況をみると、「提供LていないL との【し】】答が病院、在′乞療養支  

援診療所、そび）他の診療所でそれぞれ656％、804％、82】％であった。   

また、提供していない理由としては、「ニれ主で患者・家族から文詰提供の要望が  

なかったからJが最も多く、病院、在宅療養支援診療所、その他の診療所でそれぞれ  

606％，、61．1％、50，0％であった。  

回♯1－11話し合いl義稟をとりまとめた文暮の提供状況  

■■■■  ▲投■  平均   
■  ■  170件  8．1   

在宅■暮支援鯵■断  1㈹件  1．2   

その他の鯵■断  52件  0．2   

t  t大▲  ■小■  ■■t暮   

人  180人   0人   21．8   

人  54人   0人   5．3   

人   1人   0人   0．l   

蝿股t■  竃投t  平均t  ■大■  t小t  ■●■■   
■  ■  1TO件  15．2人  16ヰ人   0人   20．5   

在宅■義支擾鯵■断  109件  4．0人  52人   0人   7．5   

その他の■■断  52件  1．9人  12人   0人   2．5  

なお、許し合いをするうえで閑離に感じていることとしては「家族の息見にばトつ  

きがあるj「本人の意思確認ができないケースが多いJ「本人や家族に医嫌側の意見が  

理解されているか不明な場合がある】などであった。  
ロ捷供していない 山一創擾供している■全て提供している 0不明  

同義ト12 鯨し合い鏑集をとりまとめた文書を撫供しない書由＜複数回書＞  ・徽撫の暮1にばらつきがある（46件）  

・本人の暮息碑鷺ができないケースが多い（25件）  

・本人や書■に匪■■の義兄が糧蠣されているか不明な場合がある（24件）  

・暮▲の肴iと本人の状膿●にギャップがある1合の対応（10件）  

・匿■■と▲肴の豪儀との間がヰ遺な1食の対応（6件）  

・磋lすの1込みがないことを〟l持してもらうこと（6件）  

・蒙ょが告知を姫香する叫合の対応H件）  

・どの疇期を牡末期とするかは匿拝によって井なること（4件）  

・■書によっては欄け日和なタメージが大きいこと（3件） ■  

■   ■  在毛■書   モのtの  
支■■徽断   ■■腰  

（Hご柑7）  （H＝gO）  （Hd嶋）   
これまで▲肴・豪族から文書捜供の■i がか 

なったから   61．川   50．皿   

悔し合いの腎の曹集のニュアンスを文暮 こ  43．1l   
で伝えるとは■しいから  47．8l   43．5l   

文暮化を竃■することで勤井的な騙し合  丁＋jl   

いができなくなるから  2l．1l   8．7l   

その他   16．8l   16．7l   30．硝   

－’7－   －8＿  

終末期の診療〟針等の話し介い結果をとりまとめた文杏を「提供しているト施設が  
ヤ成20年4月～9月までの6カ〃閥に丈再を提供した1施設当たり平均息打数（75  

歳末浦・75歳以1二）をみると、病院（6．1人・‖j人）、在宅殊凍支援診療所（OR人・  

4S人）、その他の診探所（02人・34人：・であった。  

阿轟1－13 平成20年4月－9月までに文暮を壇供した▲看数  

【75■未1】  

（5）後期高齢者繊末期相談支攫料の嘉定状儀  

！‡え成20年4月～9月までの6カ月間に75歳以上の患者l名以上二に文番を提供した  

施設は、病院44施設（病院の9．ヱ9も）、在宅療養支援診療所10施設（在宅探美文援診  

撹所の47％）、その他の診療所7施設（その他の診療所の27％）であった。   

二れらの施設のうち、平成20iト4月～9月までに後期高齢者終末期相談支援料を  

算定した施設は病院9施設、在宅療養支援診療所1施設、その他の診煉所0施設であ  

′〉た（、  

同義ト14 平成20年4月～9月までの♯期書♯書♯末期相■支機料の暮走状況書  

▲甘■■  轟＝R■  平均■  t大■  t小■  徽■t集   

■  ■  53件  t＝人  50人   0人   10．8   

在宅■暮支援鯵■断  21件  0．8人   9人   0人   2，0   

その他の書■所  9件  0．2人   2人   0人   0．7   

▲鵬■  鶴牧■  平均■  t大t  ■小■  ■■t暮   
■  鏡  53件  11．8人  8丁人   0人   16．8   

在宅■t文壇■■所  21件  4．8人  52人   0人   12．0   

その他の書■所  9件  3．4人  12人   0人   tl  

また、文苔を提供するうえで閃難に感じていることとしては「患者や家族が医糠川  

語を稚解することが㈱難であ町、典右できていない「′家族の意見に1こ ▲放がある場  

合の対応j などであった。  

・1春や蒙ょが匿■用語を■＃することが困■であり、共書できていない（†0件）  

・蒙▲の暮先に不一致がある■合の対応（6件）  

・全て■肴に伝えるべきか迷う（5件）  

・文暮を作成する疇間的余裕がないり件）  

・臆し合いのI一に同書した内書と、文事提供時の希望が■なる場合があり、■回の責王が  

必暮になること（3件）  

・全ての内書を文霊化するのは暮しい／どこまで鮮■に妃述するべさか迷う（3件） 書  

【在宅■t支欄■■断】  

－tO－   



（6）徽期轟■書繊末期相麒支攫斜について  

後期高齢者終末期相談支援料についての意見としては、話し合いを実施している病  

院では「75歳以上に限定せず実施すべきであるj55．5％が最も多く、次いで「終末期  

に限らす病状の急変や診療方針の変更等の話し合いを評価すべき」49．3％であった。  

また、話し合いを実施している在宅療養支援診療所では「75歳以上に限定せず実施す  

べきである」402％が最も多く、次いで「もともと診療報酬によって評価する性質の  

ものではない」38．4％であった。話し合いを実施しているその他の診療所では「もと  

もと診療報酬によって評価する性質のものではない」39．）％が最も多く、次いでr75  

歳以上に限定せす実施すべきである」2S．6％であった。   

四轟ト1T t期嘉廿義書末期相■支汝♯に■する■えく★書四書＞；虚し食いの責▲の書書鋼  

なお、死亡時に算定した患者について初回推し合いから死亡までの期間をみると  

rlカ月以上3カ月未満」50．8％が最も多く、次いで「1週間以上1カ月未満」237％  

であった。  

わ轟ト15 死亡特に暮正した▲著の初個妊し合いから死亡までの期間  

暮定■書  
（N＝51）   

01日乗1  ■1日以上3日集賞  ■8日以上1遍Ⅶ乗1  
01■†明以上1カ月★5｛    81九月以上3ケ月末…■    ■3カ月以上  

●  ■   ■■■■    モのtの  
文書■■靡    ■ ■ 靡  

■ 暮  暮★暮  ★ ■  ■集■  ■ ■  ■★暮  

…ll  l巾218  Iト112  lトI12  沖；帥  けil02   

■■棚で■■ナることは賓■であも   40．2％  ⊇5．7％  Z】．Z％  Z7．Sサb  21．4％  31．5％   

■★欄の点し合い書■轟■■lで■■ナることは翼■だが、 書し食いの♯tの文書郡艦暮正真件とナベ書でない  29．7％  17．S％  3】．0％  ヱ5．5ウb  1ヰ．コ％  1る．5t嶋   

丁5▲以上にt土せす責▲ナぺ曾であも   55．5％  37．3％  40．2勺b  36．3％  Z8．6勺も  3S．5％   

■責欄に■らす■状の暮竃や■■珊の雷王専の鈷し合い ぺ  49．3％  26．1，も  ユ1．3％  ヱ5．5th  17．9％  Z2．0（絡   書■■ナ倉  

t期嘉Il暮■末期相■責糾の▲■（200■）が■すぎも  0．0％  0．0％  1．8％  0，0ウも  0．0ぅーl  0．5t粘   

t期嘉II暮暮★榊■支糾の▲暮（200▲）がtナざも  23．4％  16．4％  1S．2％  26．5サー  7．1％  14．0％   

5．】％  7．1％  6．）％  8．8％  10．7％  8．0％   

もともと■■■■によって■■ナも性tのものではない  Z2．0≠  21．6％  ユ8．4％  33．】％  39．3，も  21．5％   

t期嘉■■■★納■文雄♯t知らない   1．9サー  10．8ぅも  8．0％  14．7％  25．0％  il．Sサー   

11．0％  S．2％  8．0％  3．9％  12．5％  5．Ol輪   
■■t■で■■ナるのlよ■爛｛●である                                          モの鴨  

※田暮のあった算走▲■5g人（■ll・一般■■断l▲鮫）についての集計  

また、算定した患者に提供した文書等の変更回数をみると「0回」85．4％が最も多  

くなっていた。  

四▲l－16 暮壬■書の文暮■の土t眉暮  

嘉定■肴  
（Nヨ■●り  

00匝】  01圃   ●2厨   n｝圃以上  

贅■暮のあった算定■■11人（■■・一枚■■断○暮緻）についての鼻肘  

－＝．   ＿12＿   

さらに、r終末期医療の決定プロセスに関するガイドライン」（平成19年5月21日  

医政局発第05ユ1011号）の認知度についてみると、「内容を知っている」との回答は、  

病院、在宅療養支援診療所、その他の診療所でそれぞれ21．5％、15．4％、9．丁％であっ  

た。また、話し合いを実施している施設のみでみると、「内容を知っているlとの回  

答は、それぞれ32．5％、柑．S％、14．3％であった。  

■轟卜柑 r鱒末期匹■の決定プロセスに■するガイドライン」のt知慮  

後期高齢者終末期相談支援料の点数・算定要件に関して改善すべきところとしては、  

「あえて報酬化する必要はないのではないか」「国民のコンセンサスを十分得る必要  
があるJ「帝し合いは何回も行うのに、1回のみの点数算定しかできないのはおかし  

い」「退院時、死亡時の算定ではなく、話し合いを実施した時に算定すべき」「点数設  

定が低すぎる」などであった。  

・あえて●t耶ヒする必丁はないのではないか（2一件）  

・八景のコンセンサス毛十分●る仏事がある（12件）  

・鈷し合いは何鳩も行うのに、1圃のみの点■暮走しかでさないのはおかしい（10件）  

・立■■、死亡ヰの書走ではなく、鈷し合いを稟施した■に■玉すべ曹（10停〉  

・A拙走が艦すぎる（8件）  

・文■化することで集約のようになってしまう（6件）  

・責王が多いため、－●に文書化する曲事はないのではないか（6件）  

・t期嘉II書に■丈ナるあtはない（5件）  

・1書の蜘虚の程度によっては、闘暮書書ることが困■である（5件）  

・遺書の■雷の霹に鈷し合いを行っており、「■■1●間以上」のT件は不Tではないか  
（3件）  

・★兼職の走■■体が不十分である（2♯）  

・書暮の九■を明儀にすべ書（1韓） ■  ○祥在は知っているが内書は知らない  
口内書を知っている         ■存在を知らない  ロ不明  

正義卜柑 r■末期■■の決壬プロセスに爛すもガイドライン」のt知慮  

；瞥し合いを稟1している▲鮫の′■  

■存在は知っているが内奪は知らない  
○内8細っている         ■＃在細らない  ロ不明  

．13－  ー14＿   



2．事例tl暮  

（1）回収の状況  

許し合い時の療養状†兄についてみると、病院では「一般病棟」71名％が最も多く、  

次いで「珠美病棟」24）％であった。一般診療所では「訪問診療」（i2．3％が最も多く、  

トー般病棟J116％であった。   

なお、後期高齢者終末期相談支援料の算定患者57人は75歳以上の患者全体の‖％  

であ／つた。  

拓轟2－4 癒し合いヰの■暮状況＜♯■回書＞  

【全  体】  【■  統】  【一浪■■断】   
○ヽ  25ヽ  50ヽ  75ち 100ヽ 0ヽ  25ヽ  SOヽ  75ヽ 1∝Iヽ 0ヽ  25ヽ  501 75ヽ †Oqヽ   

闊ホ2－1回収の状況  

（2）回書事例の■世  

事例調査の回答者は、看護師糾8刊，、医師9．3％、その他255％であった（、   

話し合いを行った患者の平均年齢は7S．9歳であり、「S5歳以卜jが357％と最も多  

くなっていた。また、75歳以上は70．7％であ′）た。   

また、性別については「男性」49．0％、「女作」494％，であった。  

飼養2－2 年廿  

合l十  

（N＝2．420）   

0～  l仇  2肌  30ヽ 10ヽ  5肌  80ヽ  70～  8仇  90ヽ  ‖）0ヽ  患者の主傷病をみると、「その他の悪惟新生物」112％が最も多く、次いで「肺炎j  

9，5％、「気管、気管支及び肺の悪性新生物」7．9％であった。  

町義2－5 圭書■  

□川－39▲■10一日▲■85－89■■70一丁●■□75－79■由釦一別■1れ粗■以上●不明  

よ ■ 名   ■●l暮  ■  ●  ▲糠月食   

その他の■性書生鞠   272件  11．2l  11．2l   

■炎   230件  9十5l  20．7l   

気t、嵐t支及び♯の暮性♯生■   190件  丁．鍋  28．6l   

ヰl捜暮   168件  6．9l  35．5l   

■の書性新生■   155件  6．4l  41．硝   

肝及び肝内貞一の暮性書生牡   †31件  5．4l  ヰ丁．4l   

その他の心痍上   10ヰ件  4．3l  51．Tl   

▼不全   72件  3．Ol  54．鍋   

山内出血   65件  2．7l  57．3l   

MS状砧■移行飾及びⅡ■の1性新生牡   椚件  2．6l  59．9l   

その他   丁97件  32．9l  92．9l   

■巨1書   lT3件   7．1l  1（氾．Ol   

合    I†   2．420件  100．Ol  

声♯2－3 性別  

合l十  
（N三三2．●20）  

0ヽ   tOヽ  20ヽ  30ヽ  ■0ヽ  501  …  m  80ヽ  別）ヽ l00ヽ  

■女性 ■糊 

＿15－  －16－   

（3）臆し合いの状況  

平成20年4Jlから9月までのかカり間の訂し合し、の巨叶汝をみると、「1い＝▲㍑1％  

が最も多く、次いで「2阿」251【シ乙であった。  

霹靂2－6 平成20年4月～9月の話し合いの国数   

許し斜、に参力l＝／た職種をみると、「親族j946％が最も多く、次いで「自院の医師」  

鞘．3％、「自院の看護職貝174．0％、「患者本人」177％であった 

声喪2－8 鈷し合いに●加した■甘く複義個償＞  

（鵬  25ゝ  50ヽ  751    100ヽ  

合 計  
（N＝2．ヰ20）  

01■  10ヽ  20ヽ  3011 ■0ヽ  50ヽ  60ヽ  70ヽ  80ヽ  90ヽ †00ヽ  

【】1【包    82【司    ■3r司   I14同    □】■同亡■   

許L合い1【L一丁当たりの、揮ノ時間をみる±、1「可百三針6分、2い－！臼22，7分、ニ＝司巨  

211分、4L・！柑2l．8分であった。また、後期高齢者終末期相談詔擬料の算定患省一ハキ  

でみると、1回目536分、2回目プ廿5分、3巨－】臼10R分、4巨一】目1R〕分で．ケ．ノノた  

圃義2一T l回当たりの騙し合いの畔M  

事Il■  平均■   

全    体  11印 目   2，052件   28．6分  

2 回 目   †．1か＝件   22．7分  

3 四 F   643件   21．1分  

4 月 目   347件   2】．8分   

嘉定一層のみ  1 回 F   57件   53．6分  

2 回 目   10件   31．5分  

3 恒I目   も件   30．8分  

4 同 日   3件   18．3分   

－】7＿  －18一   



（4）肯し合い牡の上肴・♯簾の状況   

推し合い彼の患者・家族の状況をみると、患者本人は「本人は話し合いに同席しな  

かった」7l．〕％と最も多かった。また、家族は「許し合ってよかった15l．7％が最も  

多く、次いで「どららかといえば、話し合ってよかった」28．6％であった。   

また、許し合いが患者・家族に与えた影響は、「不安が軽減されたようだったj46・3％  

が最も多く、次いで「患者にとってよりよい（自分らしい）決ス引こ生かされたようだ  

ったり09％、「医療提供者への信頼が深まったようだった】245％であった。  

餞♯2－10†蓋し合い牡の▲春本人の樽子   

許し合いの内容についてみると、患者本人が参加した事例では「予測される病状の  

変化19ヨ．2％が最も多く、次いで「病状変化に対応した医療上の対処方法の説明jR62％、  

「延命に関する相談・希望1561％であった。   

患者本人が参加しなかった事例でも同様の傾向にあり、「予測される病状の変化」  

921％が最も多く、次いで「病状変化に対応した医療上の対処方法の説明」§5，9％、「延  

命に関する相談・希望」6S．0％であった。  

『轟2－g良し合いの内■く徽■回答＞；■肴本人の●加の雷義朗  

【▲著書人が●加した事Il】  【■肴本人は●如しなかった事例】  

01   ～さヽ   ～○ヽ  】Sヽ  100ヽ  ○ヽ   I～ヽ   50ヽ   丁51 100ヽ  

合I†  

（N＝2．120）   
事濃される■状の霊化  

■彼の土叱に対応した  
■■上の対＃方法のh■  

t禽に■する相Il・檜t  

■■の■の迎え方の暢■・書1  

■暮■所についての相称・鴨1  

書■にかかる■体的■担の捜明  

介■や生活支離について  
の相■・●暮  

t用についての相義・●t  

その■  

○ヽ  lOヽ i仇  ユ○ヽ  ●○ヽ  冥Iヽ lOヽ  TOヽ  80ヽ  90ヽ lO（h  

○どちらかといえば、滅し合ってよかった  

●どちらかといえば、臆し合わなければよかったl一艇し合わなければよかった  

ロわからない  P本人は臨し合いに同膚しなかった  ロ鰭し合ってよかった                           ロ不明  
四轟2－11馨し食い▲の蒙義の樺子  

合 計  
（N＝2．420）  

0ヽ  10ヽ  2【h  】0ヽ 18ヽ  SOヽ 10ヽ †0ヽ  10ヽ lOヽ l仙  

○どちらかといえIf、鈷し合ってよかった  

■どちらかといえば．鈷し合わなければよかった け臆し合わなければよかった  

8わからない  ■雷義は結し合いに闘ヰしなかった  口出し合ってよかった                             ロ不欄  
申さ2－12 肯し合いが▲肴・書換へもたらした影■く複数国書＞  

不安が七漉されたようだった  
▲劃ことってよりよい（自分らしい〉決定に生かされたようだった  
匿■1供暑への償■が∬まったようだった  
▲書と徽■の間で思いが共書されたようだった  
雷よの慈しみが深まったようだった  
迷いや混乱が生じたようだった  
置■揖供専への不疇■をもったようだった  
▲書の元気がなくなったようだった  
モの脆  
♯になし   

－19－  

医療関係の仕事の就業経験については「あるJ8．9％、介言隻関係の仕事の就業経軌こ  

ついては「ある」7．5％であった。  

四♯3－5 匿書及び介■■偶の仕事の紋■縫♯  

3．霊▲■暮  

（1）回収の状況   

内轟ユー1回収の状況  

【介ホ騨儀の仕事】   【毘■■係の仕事】  

（2）回答書の1性  

回答者の平均年齢は52．9歳であり、「65歳以上」が29．1％であった。   

また、性別については「男性」45．2％、「女性」54．R％であった。  

瓜轟3－2 年■   

合計  
（N＝l，209）   

過去5年間の本人又は家族の入院経験については、「家族が入院した」45．8％が最も  

多く、次いで「入院したものはいない」306％であった。  

声曇3－6 過去5年間での本人又は雷■の入植」■  
ロ2（l－20▲ 血30－3，■ ■40－4，▲ ■弘一59■ 880一日■ ○措⊥川■ □用■以上  

寧土3・3 性別  （N＝t．200）  

自分が人幌した  

豪族が入供した   

自分、鷺纂ともに入銑した  

その他  

わからない  

入幌したものはいない  

■回答  

合針  
（N＝＝1，209）  

0ヽ  10ヽ  iOヽ  】○ヽ   ●○ヽ   50ヽ  00ヽ   TOヽ  lOヽ  ●○ヽ l00ヽ  

○男性     山女性  

闘義3・4 ■欄傭¶凱こみた性劇の状況  

20－29■  

（N＝ll，）  

38一叩▲  

（N声＝‖H）  

●か」柑■  

（N＝＝197）  

50－59▲  

（N＝＝210）  

00－04▲  

（N＝1柑）  

15一丁4▲  

（N＝243）  

75■以上  

（N＝1㈹）  

○ヽ  101  2仇  30ヽ  10ヽ  試鵬  80ヽ  70ヽ  80t  90ヽ  t00ヽ  

D男性    ○女性  

＿21＿  －22－   

‾，  

I  7  



（3）♯末期の治■方針蠣についての話し合いに関するt■   

終末期の治療ノノ針等についての話し令いの実施者一己】については、「話し合いを行い  

たいト銅．71滝とな／〕ていた、、   

隼齢階層別に実施点向をみると、「許し合いを持し、たいトヒのL叶答が、20～29歳  

蠣07％，、〕0～う9歳9＝％、40～49歳g5寓りも、50～59歳g46ワも、60～64歳847％、65  

、74眉＝沌牒％、75歳以上二716％であった．  

電轟3－g ■末期の治■方針書の臆し合いの★轟鷹個   

過上5年間で身近な大切な人を亡くし／た経験にノついてほ、「親戚をLくLた邦噂－‰  

が最も多く、次いで「家族を亡くした」29（，％であ′）た 

さじ」に、「家族を亡くした】「粗戚を亡くLたj†友人を亡くL「∵のいrれかl■l  

芥した者に終末期の託し合い〝）参加状況をヰわたところ、「参加し／よカレ）たb17～払、  

「参加した一 三14ワもであ／）た  

阿鼻3－7 遇去5年Ⅷでの身近な大切な人を亡くした繰膿  

8ヽ    10ヽ    20ヽ    30ヽ    40ヽ    50ヽ  

（N＝1，209）  

＃簾を亡くした  

覿戚を亡くした  

友人を亡くした  

繚♯をしていない  

合計  
（N＝三l，20g）  

0ヽ  10ヽ  20ヽ  30ヽ  4011 50ヽ  8肌  70†i 8肌  9肌 l（氾ヽ  

臼鰯し合いを行いたい  d賦し合し、を行いたくなし、 ■わからない  ■一回嘗  

国表3－8 繊末期の鯨し合いの●加状況   声量3－10 年廿什■！削こみた■末期の治■方針書の鯵し合いの実施t向  

0．81  

tlヽ  

2．S1  

08ヽ  

0．8ヽ  

08ゝ  

llヽ  

合I十  

（N＝851）  

0ヽ  10ヽ  20ヽ  30ヽ  ●0ヽ  50ヽ  80ヽ  70ヽ  801  90ヽ 100ヽ  

再●加した。事加訴福音 

肌  10ヽ  20ヽ  3肌  40ヽ  501 80ヽ  701  801  9肌 10仇  

白話し合し、を行いたい  ○鰭し合し、を行いたくない  ●わからない  ■■回答  

一24一   
2ニト   

終末期の治煉方針等について「許し合いを行いたいJと回答した者に、話し合いの  

内容をとりまとめた文書等の提供の希望を尋ねたところ、「希望する」723％、「希望  

しない」12．2％であった。   

希望する理由については、「説明を受けたことについて、後で確認したいから】6R9％  

が最も多く、次いで「参加できない家族も含めて、家族全員で、話し合いの内容を共  

有したいから1662％であった。   

圭た、希望しない剰t】については、「文書等の作成を前提とすると、ト分な話し合  

いが行われなくなる恐れがあるからり6．0％が最も多く、次いで「文書等に残すと、  

気持ちや状況がかわった場合に、変更できないような気がするから」「文書等には、  

通り・ぷのことが善かれるばかりではないかと考えるから」28，R％であった。  

瓢轟3－13 鈷し合いの内書をとりまとめた文暮書の提供の鶉董   

さらに、許し合いたい内容をみると、「㌣刺される病状の変化の説明89．6‘‰が娘も  

多く、次いで「病状の変化に対応した医探上の対処ノノ法」宗66％、「家族にかかる具体  

的負担の説明j746く沌であ一）た。年齢階層別にみると、「r・測される病状の変化の説明l  

との回答が65歳末溝ではR9．7‘冥，～95日％であるのに対Lて、65、74歳82－9％、75歳  

以17呂．2｛沌となっていた。  

国士3－11臆し合いたい内奪＜徽■回書＞  

（卜占l．024）  

予測される■状の変化の説明  
ホ状の変化に対応した医療上の対処方法  

書換にかかる1体的負担の説明  

土用についての相談・＊望   

介護や生活支檀についての相談・希望  
■t場所についての相談・希望  

1期の時の迎え方の相談・希望  

延命に聞する相談・希望  
その他  

合 計  
（N＝l．024）  

肌  10ヽ  2肌  3肌  401 5肌  8肌  7仇  80ヽ  90ヽ 100ヽ  

8希望する   8希望しない   ■どちらともいえない   ロ徽回書  

声量3－14 文書■の攫供を檜iする書由く離散血書＞  

四♯3－12年■■■5捌こみた癒し合いたい内書く♯■回讐＞  

20一班■  3ト39■  lかJ柑■  50j9■  ∝ト64▲  6シ74■  7S▲－  

（H＝g6〉  （H＝167）  （H＝1＄9）  （H＝203）  （N＝1（旧）  （H＝211）  （N＝78〉   

予測される■状の彙化の説明   95、8l  95＋8l  92．91  89．7l  90．Ol  82．9l  丁8．2l   

■状のt化に対応した匪■上の対処方法  86．5l  87．4l  87．餓  89．7l  88．Ol  83．4l  82．1l   

竃洪にかかる人体的1担の説明   77．1l  丁9．飢  79．3l  75．9l  68．Ol  72．0ヽ  62．8l   

十用についての相放・鴨1   7g．2l  77．鍋  75．7l  71．4l  68．01  58．8l  51．鍋   

介≠や生活支攫についての相放・希量  ヰ5．8l  49．Tl  50．3l  55．7I  63．Ol  56．9l  56．硝   

■義壇斬についての相鹸・希1   4l．8l  49．祁  52．川  5】．Tl  56．Ol  5l．2l  69．2l   

■期の■の迎え方の相■・希望   55．21  49．Tl  51，5l  49．8l  46．Ol  35．51  ヰ2．3l   

■●に関する相麟・●j   52．1l  44．3l  ヰ5．餓  42．9l  36．Ol  i51＼  34．鍋   

その他   3．1l  3．6l  3．01  4．4l  1．Ol  6．6l  2．6l   

観明を受けたことについて、tでヰ匪したいから  

●加できない蒙簑も含めて、雷よ全■で、話し飢、の内奪を共■したいから  

臆し合った方針を、tで舵したいから  

匿■tにも、合一した内書を共書してほしいから  

モの他  
鶴    ■  

闊曇3－15 二丈暮書の攫供を鶉1しない壌由く社数回書＞   

－：5－  




